
『
夢
占
逸
旨
』
版
本
の
系
譜
と
修
訂
意
図
に
つ
い
て
―
内
篇
異
同
箇
所
の
考
察
か
ら清

水
洋
子

（
人
間
文
化
学
科
）

明
末
嘉
靖
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
陳
士
元
『
夢
占
逸
旨
』
の
版
本
の
中
で
現
在
広
く
流
通
す
る
の
は
、
清
代
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
芸
海

珠
塵
』
所
収
本
で
あ
る
が
、
比
較
対
象
と
な
る
版
本
の
数
が
不
十
分
な
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
資
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
近
年
調
査
を
行
っ
た
嘉
靖
年
間
本
と
他
版
本
と
の
比
較
に
よ
り
、『
夢
占
逸
旨
』
版
本
の
系
統
に
つ
い
て
考
察

す
る
。【
キ
ー
ワ
ー
ド

『
夢
占
逸
旨
』

陳
士
元

明
末
】

一
、
は
じ
め
に

中
国
古
代
よ
り
人
々
の
精
神
的
営
為
を
支
え
て
き
た
占
夢
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
現
実
的
な
方
策
と
し
て
活
用
す
る
立
場

と
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
を
見
出
さ
な
い
立
場
と
が
あ
り
な
が
ら
、
占
夢
の
需
要
自
体
は
そ
の
後
も
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た

（
注
１
）
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
の
は
、
夢
や
占
夢
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
れ
ら
の
事
例
を
集
め
る
「
夢
書
」
の
存
在
で
あ
る
。

歴
代
の
史
書
に
見
え
る
図
書
目
録
を
見
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
夢
書
自
体
は
一
定
の
範
囲
で
供
給
・
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
（
注
２
）
。
そ
の
多
く
は
占
辞
が
配
列
さ
れ
た
も
の
で
、「
占
夢
書
」
や
「
解
夢
書
」
と
い
う
名
称
を
含
む
が
、
そ
の
大

半
は
散
佚
も
し
く
は
敦
煌
文
書
残
巻
や
出
土
資
料
と
し
て
僅
か
に
現
存
す
る
の
み
で
（
注
３
）
、
夢
書
間
の
関
連
性
に
つ
い
て

知
る
こ
と
は
困
難
な
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
断
片
的
に
確
認
で
き
る
夢
の
事
象
や
占
辞
の
内
容
は
、
時
代
や
人
々
の
生
活
の
変
化
を
反
映
し
て
か
必
ず
し
も
一

様
で
は
な
い
。
加
え
て
、
唐
代
を
転
換
期
と
し
て
現
れ
た
、
読
者
を
幻
想
的
世
界
へ
と
誘
う
夢
物
語
（
沈
既
済
「
枕
中
記
」
、
李

公
佐
「
南
柯
太
守
伝
」
な
ど
）
が
創
作
的
な
「
夢
」
の
世
界
を
披
瀝
し
て
熱
狂
的
に
迎
え
ら
れ
た
陰
で
（
注
４
）
、
占
夢
書
は
現

世
利
益
に
直
結
す
る
も
の
と
し
て
淡
々
と
人
々
の
日
常
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
明
代
に
入
る

と
、
夢
や
占
夢
そ
の
も
の
に
対
す
る
興
味
が
人
々
を
夢
書
の
編
集
へ
と
駆
り
立
て
、
夢
書
が
立
て
続
け
に
刊
行
さ
れ
る
。
当

時
に
お
け
る
好
古
の
傾
向
も
関
係
し
て
か
、
こ
れ
ら
の
夢
書
に
は
古
い
時
代
の
占
辞
も
積
極
的
に
収
集
さ
れ
、
そ
の
規
模
は

百
科
事
典
さ
な
が
ら
の
大
部
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
現
象
に
は
、
明
末
が
書
籍
刊
行
の
隆
盛
期
と
い
う
、
中
国
出
版
史

に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
（
注
５
）
。

明
清
の
蔵
書
家
に
よ
る
図
書
目
録
を
参
考
す
る
と
、
陳
士
元
（
注
６
）『
夢
占
逸
旨
』
、
張
鳳
翼
『
夢
占
類
考
』
、『
夢
林
玄

解
』
等
の
夢
書
が
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
（
注
７
）
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
全
て
現
存
）
。
中
で
も
『
夢
占
逸
旨
』
（
注
８
）

に
は
、
以
下
の
通
り
明
の
嘉
靖
年
間
刊
本
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
版
本
が
現
存
す
る
。

①
嘉
靖
本
…
明
嘉
靖
壬
戌
（
一
五
六
二
）
刊
本
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②
万
暦
本
…
明
万
暦
癸
未
（
一
五
八
三
）
刊
行
『
帰
雲
別
集
』
所
収

③
嘉
慶
本
…
清
嘉
慶
年
間
刊
行
、
呉
省
蘭
輯
『
芸
海
珠
塵
』
所
収

④
道
光
本
…
清
道
光
癸
巳
（
一
八
三
三
）
刊
行
『
帰
雲
別
集
』
所
収

そ
の
他
、『
夢
占
逸
旨
』
の
大
部
分
を
引
用
す
る
夢
書
の
存
在
も
確
認
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
先
に
挙
げ
た
『
夢
占
逸
旨
』

版
本
を
主
に
取
り
上
げ
た
い
（
注
９
）
。

①
嘉
靖
本
と
②
万
暦
本
は
、
陳
士
元
自
身
が
明
末
に
刊
行
し
た
初
期
の
版
本
で
あ
る
。
②
万
暦
本
を
収
録
す
る
『
帰
雲
別

集
』
は
自
著
の
選
集
で
、
先
だ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
①
嘉
靖
本
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
同
じ
版
木
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
確
認
で
き
る
異
同
も
僅
か
で
あ
る
。
ま
た
、
両
者
の
み
に
共
通
す
る
点
と
し
て
、
注
釈
者
で
あ
る

陳
堦
の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

③
嘉
慶
本
は
基
本
的
に
①
嘉
靖
本
、
②
万
暦
本
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
版
本
と
言
え
る
。
一
方
の
④
道
光
本
は
、
書

式
の
相
違
等
も
含
め
て
上
記
三
者
と
の
間
に
は
細
か
な
異
同
が
か
な
り
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
③
嘉
慶
本
と
④

道
光
本
と
で
は
そ
の
性
質
も
大
き
く
異
な
る
と
言
え
る
が
、
な
ら
ば
両
者
は
①
嘉
靖
本
も
し
く
は
②
万
暦
本
を
ど
の
よ
う
な

形
で
再
刻
、
重
刻
し
た
も
の
な
の
か
。

陳
士
元
の
著
作
は
少
な
く
と
も
明
末
に
お
い
て
入
手
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
①
嘉
靖
本
と
②
万
暦
本
も
例
外
で

は
な
い
。
こ
れ
ら
は
後
に
複
数
の
叢
書
に
刻
入
さ
れ
て
か
ら
よ
う
や
く
広
く
閲
覧
さ
れ
る
に
至
っ
た
。『
夢
占
逸
旨
』
の
場
合
、

特
に
広
く
読
ま
れ
た
の
は
、
呉
省
蘭
（
注

）
『
芸
海
珠
塵
』
所
収
の
『
夢
占
逸
旨
』
（
③
嘉
慶
本
）
で
あ
り
、
こ
れ
が
現

10

在
最
も
簡
便
な
版
本
で
あ
る
。
③
嘉
慶
本
に
次
ぐ
簡
便
な
版
本
と
な
る
の
が
、
重
刻
本
『
帰
雲
別
集
』
所
収
の『
夢
占
逸

旨
』
（
④
道
光
本
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
版
本
の
性
格
や
精
度
は
も
ち
ろ
ん
、
版
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

問
題
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
す
ぐ
さ
ま
③
嘉
慶
本
が
最
善
の
版
本
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
叢
書
の
収
録
本
と

い
う
性
格
上
、
③
嘉
慶
本
の
流
通
量
が
他
の
版
本
を
凌
い
だ
た
め
、
他
の
版
本
の
存
在
自
体
が
希
薄
と
な
り
、
版
本
間
の
異

同
に
ま
で
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
両
種
を
比
較
し
て
み
る
と
、
典
拠
の
引

用
や
書
式
に
粗
雑
な
点
が
見
え
る
④
道
光
本
に
対
し
て
、
③
嘉
慶
本
は
比
較
的
整
っ
て
い
る
こ
と
、
一
方
で
③
嘉
慶
本
に
は

④
道
光
本
に
な
い
失
誤
が
見
え
る
こ
と
な
ど
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
点
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
こ
れ
ら
清
代
の

版
本
以
外
に
対
校
す
る
版
本
の
存
在
が
不
明
瞭
な
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、『
夢
占
逸
旨
』
の
版
本
研
究
と
い
う
テ
ー
マ
自
体
が

生
じ
難
い
状
態
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、『
夢
占
逸
旨
』
の
原
初
形
態
を
残
す
明
末
の
版
本
（
①
嘉
靖
本
・
②
万
暦
本
）
の

存
在
も
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
（
注

）
、
こ
れ
ら
複
数
の
版
本
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
筆
者

11

が
『
夢
占
逸
旨
』
内
篇
に
限
り
校
勘
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
主
な
特
徴
と
し
て
以
下
の
四
点
が
確
認
で
き
た
。

（
ア
）
注
釈
者
陳
堦
の
名
は
①
嘉
靖
本
、
②
万
暦
本
の
み
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
版
本
（
③
嘉
慶
本
・
④
道
光
本
）

で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
①
嘉
靖
本
・
②
万
暦
本
を
「
系
統
Ⅰ
」
と
す
る
）
。

（
イ
）
し
か
し
、
内
篇
の
内
容
に
関
し
て
言
え
ば
、
系
統
Ⅰ
と
③
嘉
慶
本
は
よ
く
一
致
す
る
（
③
嘉
慶
本
を
「
系
統
Ⅱ
」
と
す
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る
）
。

（
ウ
）
系
統
Ⅰ
・
Ⅱ
と
④
道
光
本
と
の
間
に
は
、
お
よ
そ
三
百
例
を
超
え
る
異
同
が
確
認
で
き
る
（
注

）
（
④
道
光
本
を
「
系

12

統
Ⅲ
」
と
す
る
）
。

（
エ
）
た
だ
し
、
系
統
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
間
に
は
、
例
外
的
な
異
同
が
複
数
パ
タ
ー
ン
認
め
ら
れ
る
。

「
系
統
Ⅰ
・
系
統
Ⅱ
」
と
系
統
Ⅲ
と
の
間
に
異
同
が
三
百
超
も
見
え
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に

注
目
す
べ
き
は
（
エ
）
の「
例
外
的
な
異
同
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、『
夢
占
逸
旨
』
の
版
本
系
統
が
「
系
統
Ⅰ=

系
統
Ⅱ

¹

系
統

Ⅲ
」
と
い
う
単
純
な
構
図
で
は
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
な
お
か
つ
版
本
流
伝
の
過
程
に
お
い
て
、
底
本
に
対
し
て

各
版
本
が
と
っ
た
方
針
が
何
か
し
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
く

た
め
の
試
案
と
し
て
（
エ
）
に
該
当
す
る
異
同
の
詳
細
を
検
討
し
、
特
に
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
の
性
格
を
明
確
に
し
つ
つ
、

『
夢
占
逸
旨
』
の
版
本
間
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

二
、
版
本
間
の
異
同
に
つ
い
て

今
回
の
検
討
に
お
い
て
、
以
下
表
に
ま
と
め
て
示
す
も
の
は
以
下
の
四
類
で
あ
る
。

第
１
類
…
①
嘉
靖
本
と
④
道
光
本
が
同
じ
。
③
嘉
慶
本
が
異
な
る
。
（
①=

④¹

③
）

第
２
類
…
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
が
同
じ
。
①
嘉
靖
本
が
異
な
る
。
（
③=

④¹

①
）

第
３
類
…
①
嘉
靖
本
、
③
嘉
慶
本
、
④
道
光
本
、
が
同
じ
。
（
①=

③=

④
）

第
４
類
…
①
嘉
靖
本
、
③
嘉
慶
本
、
④
道
光
本
、
が
異
な
る
。
（
①¹

②¹

③
）

〈
第
１
類
・
表
〉
①
嘉
靖
本
と
④
道
光
本
が
同
じ
（
③
嘉
慶
本
が
異
な
る
）

①
嘉
靖
本

③
嘉
慶
本

④
道
光
本

備
考

霾
雨
土
也

霾
雨
士
也

霾
雨
土
也

▲

1

湖
東
王
繹
金
楼
子
曰

湘
東
王
繹
金
楼
子
曰

湖
東
王
繹
金
楼
子
曰

※

2

宋
公
夢
鳥

宋
公
夢
烏

宋
公
夢
鳥

※

3

己
化
為
鳥
集
於
啓
身

己
化
為
烏
集
於
啓
身

己
化
為
鳥
集
於
啓
身

※

4
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以
入
羽
泉

以
入
羽
淵

以
入
羽
泉

※

5

嬖
人
婤
始

嬖
人
婤
姶

嬖
人
婤
始

※

6

荘
子
盟
於

祥

荘
公
盟
於

祥

荘
子
盟
於

祥

※

7

祲

祲

祲

夢
以
其
帷
幕
孟
子
之
廟

夢
以
其
帷
幕
孟
氏

夢
以
其
帷
幕
孟
子

※

8

又
壊
室

又
壊
戸

又
壊
室

※

9

夢
帝
謂
己

夢
帝
謂
己
曰

夢
帝
謂
己

10

国
之
所
頼
以
止
訛
者
也

国
之
所
頼
以
正
訛
者

国
之
所
頼
以
止
訛
者
也

※

11

三
皇
之
事

二
皇
之
事

三
皇
之
事

▲

12

夢
有
五
行
之
朕
、

夢
有
五
行
之

、

夢
有
五
行
之
朕
、

眹

朕
有
五
行
之
隷

有
五
行
之
隷

朕
有
五
行
之
隷

眹

建
厭
之
会

建
厭
之
位

建
厭
之
会

14

昼
有
漫
想
也

昼
有
慢
想
也

昼
有
漫
想
也

▲

15

狸
服
之
地

狸
脤
之
地

狸
服
之
地

※

16

削
遠
為
近
揉
大
為
小
者

削
遠
為
近
小
者

削
遠
為
近
揉
大
為
小
者

17

太
子
発

大
子
発

太
子
発

▲

18

朕
夢
遂
事
寤
驚
予

朕
寤
遂
事
驚
予

朕
夢
遂
事
寤
驚
予

19

周
公
日
立
後
嗣

周
公
旦
立
後
嗣

周
公
日
立
後
嗣

※

20 13
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夜
神
呪
可
辟
悪
夢

夜
神
呪
可
避
悪
夢

夜
神
呪
可
辟
悪
夢

21

傍
人
有
聞
者

旁
人
有
聞
者

傍
人
有
聞
者

22

榻
上

傝
上

榻
上

▲

23

傾
倚
欹
邪

傾
奇
欹
邪

傾
倚
欹
邪

24

使
知
懼

外
内
使
知
懼

使
知
懼

25例
外
を
除
き
（
注

）
、
第
１
類
に
該
当
す
る
異
同
は
二
十
五
例
認
め
ら
れ
る
。『
夢
占
逸
旨
』
は
、
陳
士
元
に
よ
る
本
文

13

と
陳
堦
に
よ
る
注
釈
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
注
釈
の
基
本
的
方
針
は
、
本
文
が
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
も
し
く
は
関
連
す
る

典
拠
の
書
名
と
内
容
を
明
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
注
釈
者
独
自
の
解
釈
が
入
る
こ
と
は
少
な
い
。

〈
第
１
類
・
表
〉
に
挙
げ
た
二
十
五
例
の
う
ち
、
本
文
に
お
け
る
異
同
は
四
例
（

・

・

・

）
で
あ
る
。
残
り
二
十
一
例

3

13

17

19

は
注
釈
に
お
け
る
異
同
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
現
在
で
も
確
認
可
能
な
典
拠
を
引
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
文
献
に
よ
っ
て
は
現

行
本
の
み
で
明
確
に
で
き
な
い
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
の
典
拠
を
再
度
確
認
す
る
こ
と
で
、
異
同
の
性
格
を
あ
る
程
度

考
え
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。
紙
面
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
全
て
の
詳
細
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
以
下
数
例
を
挙

げ
な
が
ら
、
異
同
に
つ
い
て
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
第
１
類
か
ら
窺
え
る
の
は
、
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
の
系
統
Ⅰ
に
対
す
る
修
訂
の
有
無
と
、
③
嘉
慶
本
に
お
け
る
修

訂
の
性
格
で
あ
る
（
注

）
。
二
十
五
例
の
う
ち
、
③
嘉
慶
本
が
系
統
Ⅰ
の
失
誤
を
正
す
も
の
は
十
一
例
と
第
１
類
の
ほ
ぼ
半

14

数
を
占
め
る
（〈
第
１
類
・
表
〉「
備
考
欄
」
の「
※
」
を
参
照
）
。
そ
し
て
同
時
に
こ
の
数
は
、
④
道
光
本
が
②
万
暦
本
に
対
し
て

見
落
と
し
た
失
誤
の
数
で
も
あ
る
。

・

・

・

・

・

は
人
名
、
地
名
の
誤
り
を
正
し
、

・

・

は
形
状
の
似
た
文
字
ゆ
え
の
誤
り
を
正
し
た
も
の
で

2

6

7

8

16

20

3

4

11

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
か
ら
は
、
④
道
光
本
に
比
し
て
③
嘉
慶
本
に
お
け
る
校
訂
が
行
き
届
い
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
③
嘉
慶
本
に
も
失
誤
は
認
め
ら
れ
る
（

・

・

・

・

）
。
例
え
ば

の
場
合
、
①
嘉
靖
本
と

1

12

15

18

23

1

④
道
光
本
に
は
「
霾
雨
土
也
」
（
昼
夜
篇
、
注
）
、
③
嘉
慶
本
に
は
「
霾
雨
士
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
詩
経
』
邶
風
終
風
の
鄭
箋

か
ら
引
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
注

）
。
し
か
し
『
詩
経
』
に
は
「
霾
雨
土
也
」
と
あ
り
、
霾
と
は
土
砂
が
雨
の
よ
う
に
降
る

15

気
象
現
象
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
た
め
、
③
嘉
慶
本
の「
士
」
は
誤
り
だ
と
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
の
四
例
も
③
嘉
慶

本
の
失
誤
で
あ
る
こ
と
が
典
拠
元
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
（〈
第
１
類
・
表
〉「
備
考
欄
」
の「
▲
」
を
参
照
）
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
１
類
で
は
、『
芸
海
珠
塵
』
収
録
に
至
る
過
程
で
、
③
嘉
慶
本
が
系
統
Ⅰ
の
失
誤
を
正
そ
う
と
し
て

い
た
状
況
が
確
認
で
き
る
。
③
嘉
慶
本
自
身
も
一
定
の
失
誤
を
残
す
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
③
嘉
慶
本
の
基
本
的
方
針
が
主

に
「
底
本
の
修
訂
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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〈
第
２
類
・
表
〉
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
が
同
じ
（
①
嘉
靖
本
が
異
な
る
）

①
嘉
靖
本

③
嘉
慶
本

④
道
光
本

備
考

子
産

左
伝
子
産

左
伝
子
産

1

周
官
大
卜

周
官
太
卜

周
官
太
卜

2

仏
経
曰

仏
経

仏
経

3

大
公
有
徳

太
公
有
徳

太
公
有
徳

◆

4

覚
若
有
感

覚
有
感

覚
有
感

5

徴
在
之
房

徴
在
之
旁

徴
在
之
旁

6

泣
而
為
瓊
瑰
盈
其
襟

泣
而
為
瓊
瑰
盈
其
懐

泣
而
為
瓊
瑰
盈
其
懐

◆

7

宋
人
代
曹

宋
人
伐
曹

宋
人
伐
曹

◆

8

献
子
癉
疽
而
卒

献
子
痺
疽
而
卒

献
子
痺
疽
而
卒

9

寔
述
於
博
物
之
子
産

実
述
於
博
物
之
子
産

実
述
於
博
物
之
子
産

10

封
大
叔
焉

封
太
叔
焉

封
太
叔
焉

11

使
大
人
占
之

使
太
人
占
之

使
太
人
占
之

12

大
人
大
卜
之
属

太
人
太
卜
之
属

太
人
太
卜
之
属

13

六
書
精
蘊
曰

六
書
精
蘊

六
書
精
蘊

14

繙
綽
占
禄
山
怪
夢

幡
綽
占
禄
山
怪
夢

幡
綽
占
禄
山
怪
夢

◆

15
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緑
山
夢
衣
袖
長
至
階
下

禄
山
夢
衣
袖
長
至
階
下

禄
山
夢
衣
袖
長
至
階
下

◆

16

太
似
夢
見
商
之
庭
産
棘

太
姒
夢
見
商
之
庭
産
棘

太
姒
夢
見
商
之
庭
産
棘

◆

17

清
絜
鮮
好

清
潔
鮮
好

清
潔
鮮
好

18

開
通
先
明

開
通
光
明

開
通
光
明

◆

19第
２
類
に
該
当
す
る
異
同
は
十
九
例
認
め
ら
れ
、
う
ち
本
文
に
お
け
る
異
同
は
三
例
（

・

・

）
で
あ
る
。
残
り
十
六

2

10

12

例
は
注
釈
に
お
け
る
異
同
で
あ
り
、
う
ち
系
統
Ⅰ
の
失
誤
を
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
が
そ
れ
ぞ
れ
正
し
た
と
考
え
ら
れ
る

も
の
が
七
例
（

・

・

・

・

・

・

）
認
め
ら
れ
る
（〈
第
２
類
・
表
〉「
備
考
欄
」
の
「
◆
」
を
参
照
）
。
例
え
ば
、

・

4

7

8

15

16

17

19

15

・

は
人
名
の
誤
り
を
正
し
た
事
例
で
あ
る
。
特
に

・

の
場
合
、
①
嘉
靖
本
（
②
万
暦
本
）
（
注

）
で
は
同
一
段
落
内

16

17

15

16

16

で
正
し
い
人
名
と
誤
っ
た
人
名
が
混
在
し
て
い
な
が
ら
（
注

）
、
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
で
は
こ
う
し
た
微
細
な
点
も
修
訂

17

し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
と
の
間
に
こ
う
し
た
特
定
の
箇
所
に
お
け
る
修
訂
が
共
通
し
て
見
ら
れ

る
こ
と
は
、
④
道
光
本
が
先
ん
じ
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
③
嘉
慶
本
を
参
照
し
た
上
で
も
修
訂
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
示
唆

し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
同
じ
清
代
の
、
か
つ
近
い
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
両
者
の
関
係
を
考
え
る
手
が
か
り
の
一
つ
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
他
、
第
１
類
の
検
討
で
も
述
べ
た
③
嘉
慶
本
の
基
本
的
方
針
（「
底
本
の
修
訂
」
）
が
こ
の
第
２
類
に
お
い
て
も
同

様
に
確
認
で
き
る
。

な
お
、
特
殊
な
事
例
と
し
て
は

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
と
同
様
、
②
万
暦
本
も
①

19

嘉
靖
本
の
失
誤
を
正
す
も
の
で
あ
る
（
②
万
暦
本
で
は
「
開
通
光
明
」
に
作
る
）
。
②
万
暦
本
は
陳
士
元
が
①
嘉
靖
本
と
同
じ

版
木
を
用
い
て
『
帰
雲
別
集
』
に
再
録
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
際
の
修
訂
の
跡
を
確
認
で
き
る
貴
重
な
事
例
と
言
え
る
。

〈
第
３
類
・
表
〉
①
嘉
靖
本
、
③
嘉
慶
本
、
④
道
光
本
が
同
じ

①
嘉
靖
本

③
嘉
慶
本

④
道
光
本

備
考

聖
人
以
魄
摂
魂
、

聖
人
以
魄
摂
魂
、

聖
人
以
魄
摂
魂
、

◎

衆
人
以
魂
運
魄

衆
人
以
魂
運
魄

衆
人
以
魂
運
魄

孔
融
注

孔
融
注

孔
融
注

◎

2

且
避
左
右

且
避
左
右

且
避
左
右

◎

3 1
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孔
子
夢
三
槐
門

孔
子
夢
三
槐
門

孔
子
夢
三
槐
門

◎

4

未
嘗
動
也

未
嘗
動
也

未
嘗
動
也

◎

5

寸
以
内

寸
以
内

寸
以
内

◎

6

飛
星
奔
星
也

飛
星
奔
星
也

飛
星
奔
星
也

◎

7

先
王
致
謹
於
天
人
之
際

先
王
致
謹
於
天
人
之
際

先
王
致
謹
於
天
人
之
際

◎

8

依
違
両
端
者
不
験

依
違
両
端
者
不
験

依
違
両
端
者
不
験

◎

9

覚
亦
夢
也

覚
亦
夢
也

覚
亦
夢
也

◎

10

少
陰
之
厥

少
陰
之
厥

少
陰
之
厥

◎

11こ
の
第
３
類
に
挙
げ
る
の
は
正
確
に
言
え
ば
版
本
間
の
異
同
で
は
な
い
。
典
拠
元
と
照
合
し
て
初
め
て
、
①
嘉
靖
本
（
②
万

暦
本
）
の
失
誤
が
③
嘉
慶
本
や
④
道
光
本
で
も
見
落
と
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
ま
ま
残
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
事
例
で
あ
る

（〈
第
３
類
・
表
〉「
備
考
欄
」
の
「
◎
」
を
参
照
）
。
十
一
例
の
う
ち
、
本
文
中
に
見
え
る
も
の
が
一
例
（

）
、
注
釈
に
見
え
る

9

も
の
が
十
例
で
あ
る
。

た
だ
し
、
失
誤
の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
明
ら
か
に
文
意
が
通
ら
な
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
文
意
自
体
は
通
る
が
典
拠
元
の
内

容
と
は
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
前
者
の
事
例
と
し
て

を
見
る
と
、
典
拠
と
な
る
『
荀
子
』
で
は
、
本
来
な
ら
ば
心
は
睡
眠
時
、

5

漫
然
た
る
時
、
使
役
す
る
時
全
て
に
お
い
て
動
き
続
け
る
、
と
す
る
が
（「
心
、
臥
則
夢
、
偸
則
自
行
、
使
之
則
謀
、
故
心
未

嘗
不
動
也
」
解
蔽
篇
）
、『
夢
占
逸
旨
』
で
は
「
未
嘗
動
也
」
と
な
り
、
そ
も
そ
も
の
文
意
が
通
ら
な
い
。『
関
尹
子
』
を
踏
ま
え

た

も
『
荘
子
』
を
引
い
た

も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
ま
た
、

で
は
「
寸
以
内
」
の
前
に
何
ら
か
の
数
字
が
来
る
べ
き
だ

1

10

6

が
脱
落
し
て
い
る
。

そ
の
他
、

の
場
合
は
典
拠
元
の『
左
伝
』
か
ら
、
晋
の
韓
厥
が
夢
の
中
で
、
明
朝
の
戦
い
で
は
戦
車
の
左
右
を
避
け
て
乗
る

3

よ
う
に
父
親
か
ら
告
げ
ら
れ
た
話
を
引
く
。
こ
の
点
は
確
か
に
『
左
伝
』
に
も
「
且
避
左
右
」
（
成
公
二
年
）
と
見
え
る
が
、
阮

元
の
校
勘
記
で
は
「
旦
」
に
作
る
。『
芸
海
珠
塵
』
は
嘉
慶
年
間
中
の
刊
行
で
、
こ
の
時
期
は
阮
元
が
『
十
三
経
注
疏
』
の
校
勘

と
出
版
を
行
っ
た
時
期
と
近
い
。
両
者
の
前
後
関
係
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
結
果
と
し
て
は
③
嘉
慶
本
・
④
道
光
本
と
も
に

阮
元
の
校
勘
を
反
映
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

の
場
合
、
典
拠
元
の『
金
楼
子
』
に
は
「
昔
孔
子
夢
三
槐
間
、

4

豊
沛
邦
有
赤
蛇
、
化
為
黄
玉
、
上
有
文
曰
卯
金
刀
字
、
此
其
瑞
矣
」
（
巻
一
）
の
よ
う
に
、
孔
子
が
三
槐
の
夢
を
見
て
、
そ
の
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後
未
来
の
帝
王
出
現
を
知
る
話
が
見
え
る
（
注

）
。
と
こ
ろ
が
表
の
通
り
、
全
て
の
版
本
は
「
孔
子
夢
三
槐
門
」
と
し
て
お

、

18

り
、
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
３
類
は
同
一
の
誤
り
が
各
版
本
を
通
し
て
残
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
例
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
第
１
類
に
て

③
嘉
慶
本
が
底
本
の
修
訂
に
意
を
置
く
一
方
、
失
誤
を
残
し
て
い
た
こ
と
に
こ
の
第
３
類
を
加
味
す
れ
ば
、
③
嘉
慶
本
の
修

訂
が
必
ず
し
も
万
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
第
４
類
・
表
〉
①
嘉
靖
本
、
③
嘉
慶
本
、
④
道
光
本
が
異
な
る

①
嘉
靖
本

③
嘉
慶
本

④
道
光
本

備
考

周
礼
大
卜
掌
三
兆
之

周
礼
太
卜
掌
三
兆
之
法

三
兆

1

漢
書
天
文
志
曰

漢
天
文
志
曰

漢
天
文
志

2

礼
記
檀
弓
篇

檀
弓
篇

礼
記
檀
弓

3

太
尹

大
尹

衍
尹
公

■

4

婤
始

婤
姶

周
始

■

5

如
董
豊
避
枕
沐
之
事

如
董
豊
所
避
枕
沐
之
事

如
董
豊
所
避
之
事

6

荘
子
曰

列
子
曰

荘
子

■

7

周
之
尹
氏
産

周
之
尹
氏
大
治

周
尹
氏
産

8

順
塗
而
誅
其
事

順
塗
而
詠
其
事

順
塗
而
謎
其
事

■

9第
４
類
に
該
当
す
る
異
同
は
九
例
認
め
ら
れ
、
全
て
が
注
釈
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
典
拠
元
を
辿
る
と
、
系
統
Ⅰ
（
①
嘉

靖
本
・
②
万
暦
本
）
の
失
誤
を
③
嘉
慶
本
の
み
が
正
し
た
と
見
る
こ
と
の
で
き
る
事
例
は
四
例
あ
り
（〈
第
４
類
・
表
〉「
備
考

欄
」
の「
■
」
を
参
照
）
、
残
り
の
五
例
は
失
誤
と
も
言
え
な
い
程
度
の
改
字
で
あ
っ
た
。

以
下
い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
る
。
第
４
類
で
は
③
嘉
慶
本
に
よ
る
修
訂
事
例
の
一
つ
に
典
拠
名
の
失
誤
を
正
す
も
の
が
確

認
で
き
る
。

で
引
用
さ
れ
る
の
は
『
列
子
』
周
穆
王
篇
に
見
え
る
話
だ
が
（
注

）
、
典
拠
名
の
出
し
方
が
各
版
本
で
異
な
っ

7

19
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て
い
る
。
③
嘉
慶
本
の「
列
」
は
系
統
Ⅰ
の「
荘
」
を
「
列
」
に
正
す
が
、
④
道
光
本
は
単
に
「
曰
」
を
削
除
す
る
に
と
ど
ま
る
。

ま
た

の
事
例
か
ら
は
、
系
統
Ⅰ
の
字
句
を
改
め
る
と
い
う
処
理
の
性
格
が
、
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
と
で
は
異
な
る
と

8

い
う
こ
と
も
窺
え
る
。

で
は
、
①
嘉
靖
本
に
「
周
之
尹
氏
産
」
と
あ
る
も
の
を
、
③
嘉
慶
本
で
は
「
周
之
尹
氏
大
治
」
、
④
道

8

光
本
で
は
「
周
尹
氏
産
」
に
作
る
が
、
実
際
に
『
列
子
』
を
確
認
す
る
と
「
周
之
尹
氏
大
治
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
③
嘉
慶

本
に
お
け
る
「
底
本
の
修
訂
」
は
、
た
と
え
失
誤
と
は
言
え
な
い
箇
所
で
も
、
典
拠
が
あ
れ
ば
極
力
そ
れ
に
沿
う
よ
う
意
図
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。
一
方
、
④
道
光
本
の
性
格
は
③
嘉
慶
本
と
明
ら
か
に
異
な
る
。
そ
こ
で
以
下
、
④
道
光

本
に
見
え
る
他
本
と
の
異
同
か
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

④
道
光
本
の
最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
細
部
に
わ
た
る
字
句
の
削
減
で
あ
る
。
主
な
削
減
対
象
と
な
る
の
は
、
文
意
に
影
響

が
及
ば
な
い
程
度
の
字
句
（「
曰
」
、「
云
」
、「
其
」
な
ど
）
で
あ
る
。
ま
た
、
以
下
の
よ
う
に
、
最
低
限
の
情
報
を
残
す
削
字
の

跡
も
見
ら
れ
る
。

・
①
嘉
靖
本
が
「
周
礼
大
卜
掌
三
兆
之
」
、
③
嘉
慶
本
が
「
周
礼
太
卜
掌
三
兆
之
法
」
と
す
る
の
に
対
し
、「
三
兆
」
以
外

の
字
句
を
削
除
す
る
（
長
柳
篇
、
注
、〈
第
４
類
・
表
〉

参
照
）
。

1

・「
武
王
」「
文
王
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
武
」「
文
」
と
す
る
（
宗
空
篇
、
注
）
。

・「
天
幹
十
二
」「
地
支
十
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
天
干
」「
地
支
」
と
す
る
（
六
夢
篇
、
注
）
。

・「
孔
子
絶
糧
陳
蔡
之
間
」
の「
之
間
」
を
削
除
す
る
（
宗
空
篇
）
。

・
①
嘉
靖
本
と
③
嘉
慶
本
は
「
小
雅
斯
干
之
詩
曰
、
乃
寝
乃
興
、
乃
占
我
夢
、
吉
夢
維
何
、
維
熊
維
羆
、
維
虺
維
蛇
、

大
人
占
之
、
維
熊
維
羆
、
男
子
之
祥
、
維
虺
維
蛇
、
女
子
之
祥
」
と
す
る
が
、
④
道
光
本
は
「
小
雅
斯
干
、
維
熊
維

羆
之
詩
註
」
と
大
幅
に
削
除
す
る
（
宗
空
篇
、
注
）
。

ま
た
、
以
下
の
よ
う
に
、「

」
を
「

」
に
す
る
と
い
っ
た
語
順
の
変
換
も
見
受
け
ら
れ
る
。

A
B

B
A

・「
治
世
」
→
「
世
治
」
、「
死
生
」
→
「
生
死
」
（
と
も
に
昼
夜
篇
）

・「
善
美
」
→
「
美
善
」
、「
眉
長
」
→
「
長
眉
」
（
と
も
に
宗
空
篇
）

・「
語
怪
」
→
「
怪
語
」
（
聖
人
篇
）

そ
の
他
、
特
に
独
自
の
解
釈
が
織
り
込
ま
れ
た
結
果
、
字
句
の
改
変
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
、
他
版

本
や
典
拠
元
と
な
る
『
荘
子
』
で
は
「
成
然
寐
、
蘧
然
覚
」
と
あ
る
が
、
④
道
光
本
は
「
成
然
夢
、
蘧
然
覚
」
（
昼
夜
篇
）
と
す

、

、

る
。「
寐
」
か
ら
「
夢
」
へ
の
改
字
は
、
眠
る
こ
と
が
必
然
的
に
夢
を
見
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う
発
想
に
拠
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
④
道
光
本
の
特
徴
は
「
底
本
の
修
訂
」
と
い
う
よ
り
も
、
字
句
や
表
現
の
削
除
や
省
略
、
改
変
を
自
身

の
裁
量
で
行
う
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
理
解
に
支
障
を
来
さ
な
い
程
度
の
字
句
を
削
る
こ
と
な
ど
は
、
読
み
や
す
い
文
章

を
提
供
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、
一
見
読
者
へ
の
配
慮
と
も
取
れ
そ
う
だ
が
、
一
方
で
商
業
主
義
も
し
く
は
独
断
的
な
行
為

と
も
取
れ
る
。
ま
た
、
誤
字
脱
字
や
（
注

）
、
本
文
と
注
釈
の
混
同
や
脱
落
（
注

）
が
比
較
的
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
踏

20
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ま
え
れ
ば
、
④
道
光
本
に
お
け
る
修
訂
の
精
度
は
③
嘉
慶
本
よ
り
劣
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
『
夢
占
逸
旨
』
の
版
本
間
に
見
え
る
異
同
を
第
１
類
～
第
４
類
に
分
類
し
、
特
に
清
代
の
版
本
で
あ
る
③

嘉
慶
本
、
④
道
光
本
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
。『
夢
占
逸
旨
』
内
篇
は
、
主
に
朱
子
学
的
な
観
点
か
ら
夢
と
占
夢
の

構
造
を
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
後
世
に
お
い
て
も
明
代
夢
書
に
お
け
る
先
駆
的
成
果
と
し
て
そ
の
意
義
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。

清
代
以
降
は
③
嘉
慶
本
に
よ
り
そ
の
存
在
は
よ
り
広
く
認
知
さ
れ
る
が
、
原
初
形
態
を
残
す
系
統
Ⅰ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
性
質
を
持
つ
と
言
え
る
。

系
統
Ⅰ
に
対
す
る
最
大
の
「
情
報
改
竄
」
と
し
て
両
者
に
共
通
す
る
の
は
注
釈
者
陳
堦
の
名
を
削
除
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
一
方
で
第
１
類
～
第
４
類
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
③
嘉
慶
本
は
「
底
本
の
修
訂
」
を
基
本
方
針
と
し
、
系
統
Ⅰ
に
対
す

る
目
配
り
の
跡
が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
芸
海
珠
塵
』
の
撰
者
で
あ
る
呉
省
蘭
は
南
匯
の
蔵
書
家
で
あ
り
、
嘉
慶
中

に
刊
行
し
た
『
芸
海
珠
塵
』
は
全
八
集
一
三
六
種
を
収
め
、
後
に
女
婿
の
銭
熙
輔
に
よ
り
壬
、
癸
の
二
集
（
四
二
種
）
が
刊
行

さ
れ
た
。『
夢
占
逸
旨
』
に
関
し
て
は
、『
芸
海
玉
塵
』
刻
入
の
際
に
自
身
の
蔵
書
を
底
本
と
し
て
校
訂
を
行
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。一

方
、
④
道
光
本
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
③
嘉
慶
本
に
劣
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
異
体
字
に
対
す
る
処
理
に
つ
い
て
例
を

挙
げ
る
と
、『
夢
占
逸
旨
』
古
法
篇
に
は
、『
淮
南
子
』
か
ら
「
枝
解
葉
貫
」
（
俶
真
訓
）
を
引
く
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
①

、

嘉
靖
本
は
「
枝
觧
葉
貫
」
（
古
法
篇
）
と
す
る
が
、
③
嘉
慶
本
は
「
觧
」
を
「
解
」
に
作
り
、
④
道
光
本
は
「
鮮
」
に
作
る
。
し
か
し

「
觧
」
が
「
解
」
の
異
体
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
が
「
觧
」
を
改
め
た
際
、
お
そ
ら
く
③
嘉
慶
本

は
典
拠
元
を
踏
ま
え
つ
つ「
解
」
に
作
り
、
④
道
光
本
は
誤
っ
て
「
鮮
」
と
作
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
、
修
訂
の
過
程

を
比
べ
て
み
て
も
、
④
道
光
本
に
は
や
や
粗
放
な
と
こ
ろ
が
見
え
る
。
④
道
光
本
の
特
色
は
随
意
な
改
変
に
あ
る
と
言
え
る

が
、
こ
れ
は
『
夢
占
逸
旨
』
の
本
旨
を
大
幅
に
変
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
本
稿
に
て
見
て
き
た
と
お
り
微
細
な
字
句
や
表
現
の

範
囲
に
収
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
態
度
は
誤
字
脱
字
と
い
っ
た
失
誤
と
し
て
も
現
れ
、
結
果
と
し
て
版
本
の

精
度
を
落
と
す
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
に
て
取
り
上
げ
た
版
本
を
対
象
と
し
て
再
度
そ
の
系
統
を
ま
と
め
る
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
ろ

う
。

系
統
Ⅰ
…
注
釈
者
で
あ
る
陳
堦
の
名
を
残
す
（
①
嘉
靖
本
、
②
万
暦
本
）

系
統
Ⅱ
…
典
拠
元
に
も
目
配
り
し
つ
つ
、
系
統
Ⅰ
の
失
誤
の
修
訂
に
主
眼
を
置
く
（
③
嘉
慶
本
）

系
統
Ⅲ
…
字
句
や
表
現
の
削
除
お
よ
び
省
略
、
語
順
の
変
換
な
ど
を
行
う
が
、
一
方
で
誤
字
や
脱
落
な
ど
の
失
誤
も

目
立
つ
（
④
道
光
本
）

注
釈
者
で
あ
る
陳
堦
の
名
を
削
除
し
た
③
嘉
慶
本
・
④
道
光
本
で
は
、
注
釈
が
陳
士
元
に
よ
る
自
注
と
誤
認
さ
れ
る
お
そ
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れ
が
あ
る
た
め
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
既
に
別
稿
で
指
摘
し
た
（
注

）
。
そ
う
な
る
と
や
は
り
①
嘉
靖
本
の
優
位
性
を
考
え

22

ざ
る
を
得
な
い
が
、
本
稿
に
て
検
討
し
た
各
版
本
の
性
格
を
鑑
み
れ
ば
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

勿
論
、
①
嘉
靖
本
が
持
つ
原
刊
本
と
し
て
の
価
値
は
揺
る
が
な
い
が
、
失
誤
も
確
認
で
き
る
以
上
、
③
嘉
慶
本
を
主
と
す
る

他
版
本
に
よ
っ
て
補
完
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
今
回
取
り
上
げ
な
か
っ
た
『
夢
林
玄
解
』
（
崇
禎
年
間
刊
本
）
は
、「
陳
公
の
未
だ
備
わ
ら
ざ
る
を
広
む
る
」
と
い
う

大
義
名
分
を
掲
げ
、『
夢
占
逸
旨
』
に
大
幅
な
改
竄
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
（
注

）
。
こ
う
し
た
動
向
の
背
景
に
は
、
当
時
に

23

お
け
る
夢
観
の
変
容
も
多
分
に
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
『
夢
占
逸
旨
』
が
当
時
の
夢
研
究
に
お
け
る
指
標
的
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
公
式
的
な
立
場
を
獲
得
し
た
の
は
『
夢
林
玄
解
』
所
収
の「
増

補
版
」『
夢
占
逸
旨
』
で
は
な
く
、『
夢
占
逸
旨
』
本
来
の
面
目
は
一
応
保
た
れ
な
が
ら
も
失
誤
に
つ
い
て
は
修
訂
が
施
さ
れ
た

『
芸
海
珠
塵
』
所
収
の『
夢
占
逸
旨
』
で
あ
っ
た
。

『
夢
占
逸
旨
』
と
い
う
一
冊
の
夢
書
が
時
代
と
地
域
を
超
え
て
残
し
て
き
た
そ
の
足
跡
は
必
ず
し
も
直
接
的
、
単
一
的
で

は
な
い
。
明
末
か
ら
描
か
れ
て
き
た
複
数
の
軌
道
を
現
代
に
お
い
て
正
確
に
辿
り
直
す
こ
と
は
容
易
で
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
足

跡
の
上
に
立
ち
止
ま
る
こ
と
は
『
夢
占
逸
旨
』
が
歩
ん
で
き
た
道
を
追
う
こ
と
で
あ
り
、
本
稿
で
は
複
数
の
版
本
を
用
い
て
そ

れ
を
試
み
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
は
、
こ
の
問
題
の
更
な
る
深
化
に
加
え
、
夢
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
文
学
作
品
や
夢
書
を
め
ぐ

る
当
時
の
精
神
風
景
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
た
い
。

注
１

湯
浅
邦
弘
「
中
国
古
代
の
夢
と
占
夢
」
（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
』
二
二
―
二
、
一
九
八
八

年
）

注
２

以
下
、
主
な
史
書
の
図
書
目
録
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
。

●
『
漢
書
』
巻
三
十
芸
文
志
…
「
黄
帝
長
柳
占
夢
十
一
巻
」「
甘
德
長
柳
占
夢
二
十
巻
」
●
『
隋
書
』
巻
三
十
四
経
籍
志

…
「
占
夢
書
三
巻

京
房
撰
」「
占
夢
書
一
巻

崔
元
撰
」「
竭
伽
仙
人
占
夢
書
一
巻
」「
占
夢
書
一
巻

周
宣
等
撰
」

「
新
撰
占
夢
書
十
七
巻

并
目
録
」「
夢
書
十
巻
」「
解
夢
書
二
巻
」「
雑
占
夢
書
一
巻
」「
目
瞤
書
各
一
巻
」
﹙
梁
有
師

曠
占
五
巻
、
東
方
朔
占
七
巻
、
黄
帝
太
一
雑
占
十
巻
、
和
菟
鳥
鳴
書
一
巻
、
王
喬
解
鳥
語
経
、
啑
書
、
耳
鳴
書
、
目
瞤

書
各
一
巻
，
董
仲
舒
請
禱
図
三
巻
、
亡
。
）
●
『
旧
唐
書
』
巻
四
十
七
経
籍
志
下
…
「
占
夢
書
二
巻

又
三
巻

周
宣
撰
」

●
『
新
唐
書
』
巻
五
十
九
芸
文
志
三
…
「
周
宣
占
夢
書
三
巻
」「
僧
紹
端
神
釈
応
夢
書
三
巻
」「
詹
省
遠
夢
応
録
一
巻
」

「
盧
重
玄
夢
書
四
巻
」「
柳
璨
夢
雋
一
巻
」「
周
公
解
夢
書
三
巻
」「
王
升
縮
﹙
或
無
「
縮
」
字
﹚
占
夢
書
十
巻
」「
陳
襄

校
定
夢
書
四
巻
」
●
『
宋
史
』
巻
二
百
六
芸
文
志
五
「
盧
重
玄
夢
書
四
巻
」「
柳
璨
夢
雋
一
巻
」「
周
公
解
夢
書
三
巻
」

「
王
升
縮
﹙
或
無
「
縮
」
字
﹚
占
夢
書
十
巻
」「
陳
襄
校
定
夢
書
四
巻
」
●
『
明
史
』
巻
九
十
八
芸
文
志
「
張
幹
山
古
今

応
験
異
夢
全
書
四
巻

揚
州
衛
指
揮
」「
陳
士
元
夢
占
逸
旨
八
巻
」「
張
鳳
翼
夢
占
類
考
」

注
３

二
〇
〇
七
年
に
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
が
購
入
し
た
秦
簡
二
千
百
枚
（
香
港
の
骨
董
市
場
に
流
出
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
た
め
出
土
地
は
不
明
）
に
加
え
、
二
〇
〇
八
年
に
香
港
の
収
蔵
家
が
寄
贈
し
た
全
七
十
六
枚
の
竹
簡
を
ま
と
め
て

「
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
略
称
「
岳
麓
秦
簡
」
）
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
岳
麓
秦
簡
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
「
占
夢
書
」
と
呼
ば
れ
る
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文
献
は
、
従
来
最
古
の
占
夢
書
と
さ
れ
て
き
た
敦
煌
文
書
占
夢
書
群
を
遙
か
に
遡
る
占
夢
書
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。

注
４

詳
細
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
喜
代
子
「
中
国
文
学
に
お
け
る
夢
に
つ
い
て
」
（『
大
東
文
化
大
学
創
立
六
十
周
年
記
念
中

国
学
論
叢
』
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。

注
５

大
木
康
氏
は
楊
縄
信
『
中
国
版
刻
綜
録
』
を
お
お
よ
そ
の
目
安
と
し
、
宋
か
ら
明
末
ま
で
の
刊
行
点
数
の
う
ち
、
約

六
五
％
を
占
め
る
書
物
が
嘉
靖
・
万
暦
か
ら
崇
禎
に
い
た
る
明
末
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
大

木
康
『
中
国
明
末
の
メ
デ
ィ
ア
革
命
―
庶
民
が
本
を
読
む
―
』
（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）

注
６

陳
士
元
（
一
五
二
八
～
一
五
九
七
。
字
は
心
叔
、
号
は
養
吾
、
応
城
の
人
）
は
、
嘉
靖
二
十
三
年
（
一
五
四
四
）
に
進

士
に
及
第
し
、
そ
の
後
は
灤
州
の
知
と
な
る
が
、
官
吏
で
あ
っ
た
の
は
わ
ず
か
数
年
の
間
で
あ
っ
た
。
豊
富
な
著
述
を
残

し
、
そ
の
内
容
は
博
覧
堅
実
と
高
く
評
さ
れ
た
。

注
７

以
下
、
明
清
時
代
の
蔵
書
目
録
に
収
録
さ
れ
る
書
目
を
挙
げ
る
（
書
名
と
巻
数
の
み
を
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
編
著

者
名
や
備
考
を
〔

〕
に
て
記
す
）
。

明
代

●
『
趙
定
宇
書
目
』
（
夢
占
類
考
・
解
夢
書
一
本
・
夢
占
外
旨
）
●
『
文
淵
閣
書
目
』
巻
十
五
（
夢
書
（
一
部
一
冊
闕
）
・
解

夢
書
）
●
『
内
板
経
書
紀
略
』
（
解
夢
書
大
全
（
二
本
七
十
葉
）
）
●
『
行
人
司
重
刻
書
目
』
（
帰
雲
別
集
（
二
十
本
二

巻
）
）
●
『
晁
氏
宝
文
堂
書
目
』
（
古
今
紀
夢
要
覧
（
類
書
類
）
・
解
夢
厭
恠
書
（
陰
陽
類
）
）
●
『
国
史
経
籍
志
』
（
占
夢
書

三
巻
〔
京
房
〕
・
又
一
巻
〔
崔
元
〕
・
又
三
巻
〔
周
宣
〕
・
又
一
巻
〔
竭
伽
仙
人
〕
・
又
四
巻
〔
盧
重
元
〕
・
夢
雋
一
巻
〔
柳

璨
〕
・
解
夢
録
一
巻
〔
僧
紹
端
〕
・
夢
占
逸
旨
八
巻
〔
国
朝
陳
士
元
〕

清
代

●
『
文
選
楼
蔵
書
記
』
（
夢
占
類
考
十
二
巻
）
●
『
蔵
園
訂
補
郘
亭
知
見
伝
本
書
目
』
（
補
夢
占
類
考
十
二
巻
）
●
『
万

巻
精
華
楼
蔵
書
記
』
（
夢
林
元
解
三
十
四
巻
）
●
『
鄭
堂
読
書
記
』
（
夢
占
逸
旨
六
巻
）
●
『
鄭
堂
読
書
記
補
逸
』
（
夢
林

元
解
三
十
四
巻
）
●
『
平
津
館
鑑
蔵
記
書
籍
』
（
夢
書
）
●
『
天
一
閣
書
目
』
（
夢
兆
要
覧
二
巻
）
●
『
浙
江
採
集
遺
書

総
録
』
（
夢
占
類
考
十
二
巻
・
夢
兆
要
覧
）
●
『
虞
山
銭
遵
王
蔵
書
目
録
彙
編
』
（
夢
書
一
巻
）
●
『
持
静
齋
書
目
』
（
夢

占
逸
旨
八
巻
）
●
『
千
頃
堂
書
目
』
（
童
軒
夢
徴
録
〔
「
案
遺
書
目
作
夢
徴
要
覧
二
巻
」
と
あ
る
〕
・
古
今
応
験
異
夢
全
書

四
巻
・
夢
占
逸
旨
八
巻
・
夢
占
類
考
十
二
巻
・
解
夢
心
鏡
五
巻
・
古
今
纂
要
夢
珍
故
事
三
巻
・
古
今
記
夢
要
覧
二
巻
・

古
今
夢
徴
）

注
８

『
夢
占
逸
旨
』
は
明
の
嘉
靖
四
十
一
年(

一
五
六
二)

に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
陳
士
元
が
広
範
な
資
料
を
渉
猟
し
、
自

身
の
思
索
を
盛
り
込
ん
だ
夢
の
専
論
で
あ
る
。
全
体
は
八
巻
三
十
篇
か
ら
成
り
、
内
篇
十
篇(

巻
一
～
二)

、
外
篇
二
十

篇(

巻
三
～
八)

に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
内
篇
は
夢
や
占
夢
に
つ
い
て
十
の
視
点
か
ら
説
い
て
お
り
、
理
論
的
性

格
が
強
い
。
外
篇
は
夢
に
関
す
る
様
々
な
事
例
を
蒐
集
し
、
そ
れ
ら
を
内
容
ご
と
に
篇
と
し
て
ま
と
め
て
配
列
す
る
。

そ
の
形
式
は
、『
芸
文
類
衆
』『
太
平
御
覧
』
な
ど
を
代
表
と
す
る
類
書
と
似
る
。

注
９

『
夢
占
逸
旨
』
の
近
辺
で
確
認
で
き
る
夢
書
を
刊
行
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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①
嘉
靖
本
…
嘉
靖
四
十
一
年
（
一
五
六
二
）
刊
本
『
夢
占
逸
旨
』

②
万
暦
本
…
万
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）
刊
本
『
帰
雲
別
集
』
所
収
『
夢
占
逸
旨
』

（

）
万
暦
十
三
年
（
一
五
八
五
）
刊
本
『
夢
占
類
考
』

a
（

）
崇
禎
九
年
（
一
六
三
六
）
刊
本
『
夢
林
玄
解
』

b
（

）
康
煕
年
間
刊
本
『
夢
林
玄
解
』

c
③
嘉
慶
本
…
嘉
慶
年
間
刊
本
『
芸
海
珠
塵
』
所
収
『
夢
占
逸
旨
』

④
道
光
本
…
道
光
十
三
年
（
一
八
三
三
）
、『
帰
雲
別
集
』
重
刻
本
所
収
『
夢
占
逸
旨
』

（

）
～
（

）
の
う
ち
『
夢
占
逸
旨
』
の
大
部
分
を
引
用
す
る
の
は
（

）
（

）
の
『
夢
林
玄
解
』
で
あ
る
。
同
一
書
名

a

c

b

c

だ
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
時
期
の
異
な
る
版
本
で
あ
り
、
内
容
に
も
か
な
り
の
異
同
が
見
え
る
。
本
書
に
お
け
る
『
夢
占
逸

旨
』
引
用
の
特
徴
を
内
篇
に
限
っ
て
示
せ
ば
、
（
一
）
本
文
の
み
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
（
二
）
内
篇
十
篇
の
う
ち
六
篇
の

み
を
引
用
す
る
。
（
三
）
一
部
の
篇
名
と
内
容
が
改
竄
さ
れ
て
い
る
（
（
二
）
（
三
）
に
つ
い
て
は
次
表
参
照
）
。

る
（
（
二
）
（
三
）
に
つ
い
て
は
次
表
参
照
）
。

『
夢
占
逸
旨
』
内
篇

（

）『
夢
林
玄
解
』

（

）『
夢
林
玄
解
』

b

c

真
宰
篇

真
宰
篇

真
宰
篇

長
柳
篇

原
始
篇

長
柳
篇

昼
夜
篇

―

―

衆
占
篇

秘
義
篇

衆
占
篇

宗
空
篇

釈
妄
篇

宗
空
篇

聖
人
篇

無
邪
篇

聖
人
篇

六
夢
篇

―

―

古
法
篇

―

―
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吉
事
篇

―

―

感
変
篇

感
変
篇

感
変
篇

こ
れ
ら
二
種
の『
夢
林
玄
解
』
が
引
く
『
夢
占
逸
旨
』
も
版
本
の
一
つ
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
内
篇
に
関
し

て
は
そ
の
約
半
数
を
削
除
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
の
趣
旨
の
一
つ
で
あ
る
「
内
篇
全
文
の
校
勘
」
と
は
合
致
し
な
い
。
よ
っ

て
本
稿
で
は
『
夢
林
玄
解
』
所
収
の
『
夢
占
逸
旨
』
に
つ
い
て
は
検
討
対
象
か
ら
外
し
、『
夢
林
玄
解
』
所
収
の
『
夢
占
逸

旨
』
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。
な
お
、『
夢
林
玄
解
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
大
平
桂
一
氏
「
『
夢
林
玄
解
』
の
成
立

雲
な
す
證
言
」
（『
中
国
文
学
報
』
八
十
二
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。
氏
に
よ
れ
ば
、『
夢
林
玄
解
』
に
見
え
る
陳
士

元
「
夢
林
玄
解
小
引
」
は
何
棟
如
に
よ
る
偽
作
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
夢
占
逸
旨
』
全
体
が
そ
の
ま
ま
取
り
込
ま
れ
た
際
に

陳
士
元
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

注

呉
省
蘭
、
字
は
泉
之
。
南
匯
の
蔵
書
家
で
、
乾
隆
年
間
の
進
士
。
博
学
多
聞
か
つ
書
籍
収
集
を
好
ん
だ
こ
と
で
知
ら

10
れ
、
工
部
左
侍
郎
、
補
侍
講
、
侍
読
学
士
を
歴
任
し
た
。
李
珠
安
、
陳
偉
芸
『
中
国
蔵
書
家
辞
典
』
（
湖
北
教
育
出
版

社
、
一
九
八
九
年
）

注

①
嘉
靖
本
、
②
万
暦
本
と
も
に
、
台
湾
中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
蔵
。
な
お
、
筆
者
に
よ
る
①
嘉
靖
本
の
実
見

11
調
査
と
そ
の
流
伝
に
つ
い
て
は
、
清
水
洋
子
「
夢
書
の
受
容
に
関
す
る
考
察
―
『
夢
占
逸
旨
』
を
例
と
し
て
」
（『
中
国
研

究
集
刊
』
称
号
（
総
六
十
号
）
二
〇
一
五
年
六
月
）
を
参
照
。

注

こ
れ
ら
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
明
代
の
版
本
入
手
以
前
に
『
芸
海
珠
塵
』
所
収
本
と
『
帰
雲
別
集
』
所
収
本
を

12
用
い
て
作
成
し
た
「
『
夢
占
逸
旨
』
内
篇
訳
注
（
一
～
七
・
了
）
」
（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
七
～
五
十
六
号
、
二
〇
〇

八
～
二
〇
一
三
年
）
を
も
と
に
し
て
い
る
。

注

①
嘉
靖
本
と
④
道
光
本
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
比
較
対
象
と
な
る
③
嘉
慶
本
の
対
応
部
分
が
空
格
や
字
潰
れ
で
判

13
読
不
明
の
場
合
は
掲
載
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
真
宰
篇
の
注
に
見
え
る
「
徳
流
気
薄
而
生
者
也
」
（
①
嘉
靖

本
・
④
道
光
本
）
は
、
③
嘉
慶
本
で
は
「
徳
流
気
薄
而
□
□
也
」
と
な
っ
て
い
る
。

注

現
時
点
で
は
、
③
嘉
慶
本
が
①
嘉
靖
本
と
②
万
暦
本
の
ど
ち
ら
を
底
本
と
し
た
の
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

14
る
た
め
、
③
嘉
慶
本
の
修
訂
対
象
に
つ
い
て
は
①
嘉
靖
本
と
②
万
暦
本
の
双
方
を
含
む
「
系
統
Ⅰ
」
と
い
う
表
現
を
暫

定
的
に
用
い
る
。

注

「
霾
雨
土
也
」
は
実
際
は
毛
伝
の
記
述
だ
が
、
①
嘉
靖
本
と
③
嘉
慶
本
は
「
詩
箋
云
、
霾
雨
土
也
」
と
し
、
④
道
光
本

15
は
「
毛
詩
邶
詩
箋
、
霾
雨
土
也
」
と
し
て
い
る
。

注

①
嘉
靖
本
と
②
万
暦
本
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
と
書
式
の
都
合
上
か
ら
、
本
稿
の
表
で
は
②
万
暦
本
を
挙
げ
て
い
な

16
い
が
、
表
に
挙
げ
た
箇
所
に
関
し
て
は
一
部
を
除
い
て
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
）
①
嘉
靖
本
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ

し
、
文
脈
上
②
万
暦
本
の
名
前
を
明
記
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
は
「
①
嘉
靖
本
（
②
万
暦
本
）
」
の
よ
う
に
両
者
を

並
記
し
、
②
万
暦
本
も
①
嘉
靖
本
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
く
。

注

傍
線
部
が
誤
字
の
部
分
。
正
し
く
は
「
幡
綽
」「
禄
山
」
。「
如
繙
綽
占
禄
山
怪
夢
之
類
、
柳
氏
旧
聞
曰
、
安
禄
山
叛
、

、

17
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黄
幡
綽
陥
在
賊
中
、
緑
山
夢
衣
袖
長
至
階
下
、
幡
綽
曰
、
当
垂
衣
而
治
、
禄
山
又
夢
殿
中
窓
槅
倒
立
、
幡
綽
曰
、
革

、

、

、

、

故
従
新
、
後
禄
山
敗
、
玄
宗
自
蜀
帰
詰
問
幡
綽
、
幡
綽
曰
、
臣
昔
占
夢
必
知
其
不
可
也
、
玄
宗
曰
、
何
以
知
之
、
対

、

、

、

曰
、
衣
袖
長
者
、
出
手
不
得
也
、
窓
槅
倒
者
、
胡
不
得
也
、
玄
宗
笑
而
赦
之
。
」
（
古
法
、
注
）

注

「
槐
」
は
え
ん
じ
ゅ
の
木
。
周
王
朝
で
は
三
本
の
槐
を
植
え
て
三
公
の
座
と
し
た
こ
と
か
ら
、
転
じ
て
三
公
の
こ
と
を
言

18
う
。
な
お
、
類
似
の
記
述
は
『
宋
書
』
符
瑞
志
、『
孝
経
援
神
契
』
に
も
見
え
る
。

注

覚
醒
時
間
と
睡
眠
時
間
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
「
古
莽
之
国
」
、「
中
央
之
国
」
、「
阜
落
之
国
」
の
話
や
、
資
産
家
で
あ

19
り
な
が
ら
睡
眠
時
は
労
役
夫
と
な
る
夢
に
苦
し
む
尹
氏
の
話
。

注

例
え
ば
、
宗
空
篇
に
は
「
入
」
を
「
人
」
に
、「
晋
」
を
「
普
」
に
、「
行
」
を
「
興
」
に
誤
っ
て
作
る
事
例
が
見
え
る
し
、
感

20
変
篇
に
は
「
蕉
」
を
「
焦
」
に
作
り
、
ま
た
、
本
来
「
饑
人
常
夢
飽
」
と
あ
る
は
ず
の「
飽
」
が
脱
落
す
る
な
ど
の
失
誤
が
確

認
で
き
る
。

注

例
え
ば
、
他
の
版
本
で
は
本
文
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
「
三
夢
、
一
曰
致
夢
、
二
曰
觭
夢
、
三
曰
咸
陟
」
が
、
④
道
光
本

21
で
は
前
節
の
注
釈
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
長
柳
篇
）
。
ま
た
、
①
嘉
靖
本
（
②
万
暦
本
）
、
③
嘉
慶
本
に
は
『
詩
経
』
を

引
い
て
「
無
羊
之
詩
曰
、
牧
人
乃
夢
、
衆
維
魚
矣
、
旐
維
旟
矣
、
大
人
占
之
、
衆
維
魚
矣
、
実
維
豊
年
、
旐
維
旟
矣
、
室

家
溱
溱
」
と
す
る
も
の
が
（
た
だ
し
③
嘉
慶
本
で
は
「
太
人
」
）
④
道
光
本
で
は
完
全
に
脱
落
し
て
い
る
（
宗
空
篇
）
。

注

清
水
（
二
〇
一
五
）
前
掲
論
文
。

22
注

注
９
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
崇
禎
年
間
刊
本
に
は
、「
応
城

養
吾
陳
士
元

纂
輯
」
の
横
に
「
茂
苑

紫
水
黄
夢
堂

増

23
補
」
と
記
載
が
あ
る
。
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The path and purpose of alterations in various editions of The Lofty Principles of Dream
Interpretation ― perspectives from discussions about differences in NeiBian

Yoko Shimizu

Chen Shiyuan's (陳 士 元 ) The Lofty Principles of Dream Interpretation (夢 占 逸
旨 ) was published during the late Ming dynasty.This book has several editions.Of these
editions, the most widely distributed editions now are the Guiyunbieji (帰 雲 別 集 )
edition and the Yibaizhuchen (芸 海 珠 塵 ) editions that were published in the Qing
dynasty. However, no scholars have considered about the types and relations between
these editions.So, in this paper, based on the discussions about differences between the
editions which were published in the Qing dynasty and ones which were published in the
late Ming dynasty (editions from Jiajing year (嘉 靖 年 間 本 ) and Wanli year (万 暦
年 間 本 )), I will discuss a few points and paths taken by the various editions of The
Lofty Principles of Dream Interpretation.

【 Keyword: The Lofty Principles of Dream Interpretation， Chen Shiyuan， the late
Ming dynasty】
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